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（解答一例）

（１）太陽から発せられる紫外線は、大きく分けて波長が長い紫

外線Ａ波（ＵＶ－Ａ波）、中波長の紫外線Ｂ波（ＵＶ－Ｂ波）、

波長が短い紫外線Ｃ波（ＵＶ－Ｃ波）に分けられ、地上に届く紫

外線はＵＶ－Ａ波とＵＶ－Ｂ波である。ＵＶ－Ｃ波は人体に強い

障害を及ぼす紫外線であるが、成層圏にあるオゾン層でブロック

される。

（２）日焼けの原因となる主な紫外線は、長波が長い紫外線Ａ波

（ＵＶ－Ａ波）と、中波長の紫外線Ｂ波（ＵＶ－Ｂ波）である。

（３）波長の長い紫外線Ａ波は、皮膚の真皮といった奥深くまで

到達し、コラーゲン（家屋でいえば柱や骨組みのように組織の形

を保持する線維）やエラスチン（ゴムのように弾力性のある線維）

を変性させ弾力やハリを低下させ、皮膚年齢の老化を早める。ま

た、メラニン色素が紫外線Ａ波を吸収することにより皮膚の色を

黒くする（サンタン）。

（４）今日、市場に出回っているサンタンケア商品において、皮

膚の色を黒くする紫外線Ａ波の防止効果がどの程度なのか、その

プロテクショングレードはＰＡ値（ Protection Grade of UVA値）
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によってあらわされている。すなわち、紫外線Ａ波の防止効果の

程度は、＋、＋＋、＋＋＋、＋＋＋＋の４種類で表され、＋が多

いほどその防止効果が高くなる。

（５）中波長の紫外線Ｂ波は、Ａ波ほど皮膚の奥までは届かない

ものの、Ｂ波に長く当たると短時間で皮膚が赤く炎症を起こし、

ヒリヒリと痛む（サンバーン）。また、大量に浴びることで皮膚

ガンの発生が懸念されている。

（６）今日、市場に出回っているサンバーンケア商品において、

紫外線Ｂ波を防止する効果がどの程度なのか、そのプロテクショ

ングレードはＳＰＦ値によってあらわされ、数値が大きいほうが

紫外線Ｂ波の防止効果が高い。
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